
先月の２月号で「この冬は雪が多い」
と報告しましたが、２月に入ると除雪
機を一度も使わなくてよい週もあり
「早く春が来るのでは･･･」と思わせる
日も多いでした。
ところが、２月下旬になって大寒波

が襲来。秋田の高速やＪＲも除雪作業
が追いつかず大混乱しました。
秋田では雪が少ない地域に属する我

が村も、２４日には、地吹雪と除雪遅れで、一時は通行不能･孤立状態になりま
した。でも日曜日だったことで、実害が少なくて幸いでした。

ところで、道路は、公共で除雪されますが、倉庫敷地は自家除雪です。
翌月曜の朝は上の写真のように出荷作業や荷受けのトラックが入れるように早

速除雪作業に取り掛かりました。
新雪は３０㌢程度でしたが、倉庫の風下などの吹き溜まりや、屋根からの落雪

がある場所は１メートル近くに達していました。
倉庫敷地の進入路や広場は３００坪を超え、この程度の積雪量になると、数十

万円クラスの家庭用小型除雪機では、なかなかラチがあきません。
田圃で使う大型のトラクターや、バックホーなど建設機械を使った年も過去に

ありましたが、これらの機械で無理矢理雪を積み上げるて雪を固めると、堆積さ
せた雪はいつまでも融けず、雪置き場が足らなくなるという問題が出ます。
このため、除雪はやっぱり雪を吹き飛ばす方式である専門の除雪機が一番。
しかし、このクラスの除雪機は新車だと百数十万円。日本政府のように５０兆

円の収入で１００兆円の予算を平然と組む勇気は我々平民にはナシ。
そこで、数年前に新潟の豪雪地域で２０年近く働いた除雪機を１０万円余りで

手に入れました。値段相応のオンボロですので、車体もエンジンもしょっちゅう
自分で修理する必要がありますが、威力抜群で助かっています。
この修理もまた冬の愉しみのひとつ。そうこうしている間にもうすぐ春です。

黒瀬農舎ではお米をご利用下さる皆さんに、田圃や精米貯蔵の状況を気軽にいつでも
公開したり、気分転換にご家族で随時訪問頂けるように、無料の逗留空間としてロッヂ

を準備しています。
また、これとは別に冬の「ナマハゲと地吹雪ツアー」、
初夏の「白神山地ブナツアーと田圃公開」、秋の
「ブナ植栽の集い」など農舎主催の恒例イベントを
行っています。
世界遺産･白神山地の新緑を訪ねるブナツアーと田

圃公開は、隔年実施としていますので、昨年はお休
みでしたが、今年はその実施年に当たります。
時期は、春が遅い年であっても、林道の残雪が消

え、ブナの森に入り、ブナの新緑が愉しめる６月末
から７月始めの土日の実施が恒例です。
正式すれば改めて通信などでご案内しますが、今

のところ６月２９日３０日の土日となる見込みです。

ところで、今年の「ブナツアーと田圃公開」に関して２つのことがあります。

一つ目は、今月１６日のＪＲのダイヤ改正に合わせて、
秋田新幹線の「こまち」の車輌が新しくなります。
導入される新型車両「Ｅ６系」の列車の名前は「スーパー

こまち」と称するらしいですが、最高時速が宇都宮－盛岡
間で日本最速の３００キロ、来年には３２０キロに上がる
ため、現在のＥ３系の「こまち」と比べて「スピード感を
表して命名し、車両のマークも赤と銀の曲線で、平安時代
の歌人、小野小町をイメージしたデザインに仕上げた。」
とＪＲは発表しています。

二つ目は、この時期の田圃公開は、田植えを終えた後、急いで行わなければならない
除草作業の前半の目処がたつ時期に当たります。
無農薬栽培の場合、この除草作業が一番の難題ですが、最近は除草作業の応援に来て

下さるパートの熟練の女性が年々急激に減少しています。
若い女性は、この手取り除草は、例え来ても、数日で音を上げ、高齢化が進み人手が

足らなくなってきました。
そこで、今年から我が家も「鴨」を導入しようと予定しています。
有機栽培の仲間の中には、以前より鴨を使っている方もいますが、鴨の除草にも色々

難点があります。
導入すれば、「生き物を飼う」ということで、早

朝の放鳥、夕方の収鳥、餌やり管理など一日も明け
られないこと。
鴨が、カラスやイタチなどの野獣から守る対策が

大変。また、鴨を導入したとて、幾分手取り除草が
軽減できる程度で、完璧な除草が出来る訳ではない。
などの問題があります。
しかし、余りにも除草のパートさんの人手不足が

深刻で、鴨の協力を得る必要が出てきた。という訳
です。

すでに１０００羽程度の鴨のヒナを予約し、昨秋
から鴨に危害を加えるカラスや野獣駆除のために、

狩猟免許や猟銃免許の取得に時間を費やしたところです。
予定通り無事に計画が進めば、このツアー時期には、田圃で働いている鴨の姿を楽し

んで頂けると思います。

上に述べたように、ツアー日程などの詳細は、正式決定次第ご案内しますが、都合の
つく方は「スーパーこまち」に乗って「鴨除草」をお訪ね下さい。

〒０１０－０４４５

秋田県南秋田郡大潟村西１丁目４の７

黒 瀬 正・友 基

E-mail: akita@kurose.com Web: 提携米 ⿊瀬農舎
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ポンコツ除雪機大活躍です。

スーパーこまちで黒瀬農舎へ。

新型スーパーこまち

上：Ｅ３系旧こまち
下：Ｅ６系スーパーこまち

一昨年のブナツアー／黒瀬農舎一行

除雪作業 013.02.24
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